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Research Abstract

平成20年度までの研究により、⾻髄不全患者⾎清から精製した抗モエシンポリクローナル抗体が、単球が発現しているモエシンに結合し、ERK1/2を活性化するこ
とによってTNF-αの分泌を誘導することが明らかになった。この結果から、免疫担当細胞が発現しているモエシン蛋⽩が造⾎調節に関わっている可能性が⽰唆され
た。そこで、モエシン分⼦がin vivo造⾎にどのように関与しているかを明らかにするため、⼤阪⼤学⽉⽥研究室から供与されたモエシンノックアウト(KO)マウス
胚を⽤いてこのマウスを⽣育させ、まず造⾎状態を評価した。その結果、野⽣型マウス(n=9)では⽩⾎球数が13453±4114/μLであったのに対し、モエシンKOマ
ウス(n=10)では⽩⾎球数が3965±1565/μLと、野⽣型マウスに⽐べて有意に低値P<0.05)であった。モエシンKOマウスにおける⽩⾎球減少のメカニズムについ
ては現在検討中である。また、このKOマウスを精製マウスモエシン蛋⽩で免疫することにより抗マウスモエシンモノクローナル抗体を作製し、抗モエシン抗体が
野⽣型マウスのin vivo造⾎に及ぼす影響を検討する予定である。 
また、肝炎後再⽣不良性貧⾎(肝炎後再不貧)における⾃⼰抗原を同定するため、肝炎後再不貧患者⾎清中の⾃⼰抗体を、肝細胞株Huh7の培養上清由来蛋⽩とウェ
スタンブロッティングを⽤いてスクリーニングした。その結果、肝炎後再不貧患者7例中4例(57%)の患者⾎清IgGが培養上清中の約70kDaの蛋⽩に対して反応し
た。そこで、この70kDaバンドを切り出して質量分析にかけたところ、この蛋⽩はHSP72であることが判明した。精製HSP72蛋⽩質とウェスタンブロッティング
を⽤いて他の患者⾎清中の抗HSP72抗体を調べたところ、肝炎後再不貧12例中8例(67%)が陽性であったのに対し、⾃⼰免疫性肝炎4例、BもしくはC型肝炎5例で
はすべて陰性であり、健常者29例中2例の陽性率は⾼々7%であった。以上の結果から、HSP72は肝炎後再不貧における⾃⼰抗原の⼀つと考えられた。
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